
　日本平動物園ではこれまで飼育動物が死亡した場合、病理解剖（死亡に至った原因を特定するため、解剖し臓器などを調べること）を

行った後に、特に貴重な動物種については標本化・保管してきました。しかし動物園の収蔵スペースに限りがあるため、標本として遺せる

ものはごく一部でした。一方、当園から約3km以内に立地し、県立の自然史博物館として2015年に開館したふじのくに地球環境史ミュージ

アムは、研究や展示などの博物館活動の充実を図るため、標本製作・保管を進めており、動物試料の新たな入手先を探していました。

　そういった経緯の中で、この度、同じ有度山地区に立地する日本平動物園とふじのくに地球環境史ミュージアムが、動物試料を保存し、

調査研究・教育普及活動に有効活用するため、連携協力に向けた協定を締結する運びとなりました。

公立の動物園と博物館が動物の調査や教育普及活動などを目的に協力・連携する、県内

では初めての取組みとなります。今後この協定を通じて、共同研究や企画展・講演会の共催

を実施することで、市民の野生動物に対する関心を高め、SDGｓ「陸の豊かさも守ろう」に

つながる取組みを進めていきます。(飼育第1係　山本幸介)

●日本平動物園は、死亡した飼育動物または野生傷病鳥獣の

うち、提供可能な動物試料（動物の組織、細胞、血液等）をふじ

のくに地球環境史ミュージアムに提供します。

●ふじのくに地球環境史ミュージアムは、提供された動物試料から

骨格標本や剥製等を製作し保管します。これらの標本は双方

で動物の調査研究、展示、教育普及活動に活用していきます。

　静岡大学教育学部と取り組む連携事業の第2弾としてSDGsデジタル絵本「動物と一緒に地球の未来を考え

よう ～森は簡単には回復しないんだ～（小学校高学年から）」を制作しました。SDGsデジタル絵本について、

詳しくはZOOしずおか91号の特集をご参照ください。この「小学校高学年から」バージョンは、新たにイラスト

やグラフ、ワンヘルス※の概念も追加し、大人も楽しく学び、考えられる内容になっています。

※ワンヘルスとは…「人、動物、生態系は相互に関連し、それらをすべて良い状態にすることで真の健康が得られる」という考え方。
新型コロナウイルス感染症は、動物に由来し人に感染する「人獣共通感染症」の一つです。このような感染症のパンデミックを防ぐ
ためには、ワンヘルス（人と動物、生態系の健康はひとつ）の実現が不可欠と言われている。

　（参考：モダンメディア63巻1号2017、新春放談1「One Healthから考える感染対策」）
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13 14 　なお、この「ＳＤＧｓデジタル絵本（小学校高

学年から）」も、日本平動物園ホームページの

「日本平動物園学習プログラム」ウェブペー

ジからダウンロードできます。
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協定締結に至る経緯

協定の主な内容

提供

双方で活用

連携における効果

ふじのくに
地球環境史ミュージアムと
連携協定を締結しました

日本平動物園の開園記念日にあたる2021年８月１日、当園と

ふじのくに地球環境史ミュージアムとの間で、学術的価値の高い動物試料を保存し、

動物調査研究及び教育普及等に活用するための連携・協力に関する協定を締結しました。
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※当園ビジターセンター内でもSDGsデジタル絵本（幼児・小学校低学年向け）の動画を放映しています。
　ナレーションは、SBS静岡放送 牧野克彦アナウンサーにご協力いただきました。


